
Ａ．最終処分量を削減する建材・⼯法の検討
・道内の産業廃棄物処理の実態を踏まえ、解体時

に分別が困難な建築材料・建築⼯法を明らかに
ました(表1、図2)。

・建設廃棄物は建設リサイクル法により再資源化
が進んでいますが、道内の建設廃棄物は道内全
最終処分量の57.7％を占めています。

・建設廃棄物の最終処分量削減には、分別しやす
い建築材料・⼯法の実現、普及が不可⽋です。

・本研究では、住宅を対象に分別解体の観点から
改善すべき建築材料・⼯法を明らかにし、改善
時の最終処分量削減効果を算定しました(図1)。

本研究の成果は、各種建築材料メーカーの団体に情報提供され、解体・改修により排出される建設廃棄物の
最終処分量を削減させる技術開発に活⽤されます。本研究は、北海道の令和６年度循環資源利⽤促進重点課題
研究開発事業により実施しました。

Ｂ．実現に向けた課題と効果の検証
・既往の建設廃棄物の排出量予測を⽤いて、⽊造

⼾建住宅を対象に、分別困難な建築材料・⼯法
が改善され、再資源化が進んだ場合の最終処分
量の削減効果を算定しました。

・最終処分量がコンクリートと断熱材の分別、樹
脂サッシの分解により30%、せっこうボードの
再処理、廃プラスチックの再資源化により50%
それぞれ削減されると、その効果は24千トン/
年となりました (図3)。

図３ ⽊造⼾建住宅の最終処分量削減効果

表１ 建築材料の分類

令和５〜６年度 公募型研究

最終処分量を削減するための建築材料・⼯法の検討

背景と⽬的

成 果

成果の活⽤

地⽅独⽴⾏政法⼈ 北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 Building Research Department, HRO

図２ 分別が困難となる建築⼯法の検討

１．建築材料・⼯法の洗い出し
・建築材料︓JISの整理
・建築⼯法︓公共建築⼯事標準仕様書の整理

２．改善⽅法の検討
・建築材料 →材料の改質・代替⽅法
・建築⼯法 →構成・施⼯の改良⽅法

３．改善効果の検証
・滅失建築物棟数に基づく最終処分量の計算
・材料、⼯法の改善による最終処分の削減量の計算

図1 研究フロー
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課題建材の例分類

対象が新築現
場のみ

⽊質系セメント板、パーティクル
ボード、インシュレーションボード、
せっこうボード、ポリスチレン
フォーム、ウレタンフォーム、グラ
スウール断熱材

「広域認定制度」による
再資源化の仕組みがある
建材

塩化ビニル樹
脂の分別

繊維系壁紙、製材、⽊質系ボード
、プラスチック建材（塩化ビニル樹
脂を除く）、発泡プラスチック断熱
材

RPF化（サーマルリサイ
クル）が可能な建材

各建材の再資
源化

ガラス・コンクリート・ 陶磁器くず
のブロック状・ ボード状の建材、⼈
造鉱物繊維断熱材、FRP製品、塩化
ビニル樹脂の建材

分離・分別後、安定型で
処分

代替建材の検
討など

⽊質系セメント板、⽊⽚、パルプ混
⼊セメント系ボード、せっこうボー
ド、畳床、畳、サッシ・建具、複合
ボード、湿式塗材

分離・分別できず、管理
型や混合廃棄物で処分
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【現状】

【改善後】

コンクリート せっこうボード ビニルクロス 繊維系断熱材
発プラ系断熱材 樹脂サッシ（PVC） 樹脂サッシ（ガラス） 樹脂サッシ（⾦属）
防湿気密シート、透湿防⽔シート モルタル 窯業系サイディング ⾦属サイディング

例分別が困難となる工法のポイント

断熱材とコンクリート湿式塗材・吹付材・型枠と躯体の分離

工
法

ブチルテープと窓枠サッシ接着剤・粘着テープと被着体の分離

窯業系サイディングの目地シーリング材と被着体の分離

アルミ釘よる木材への留付非鉄金属留付け材と木材の分離


